
も く じ

J
N
T
O
（
日
本
政
府
観
光
局
）
の
発
表
に
よ

る
と
、
本
年
の
訪
日
外
客
数
も
過
去
最
速
で
１
０

０
０
万
人
を
突
破
し
た
と
い
う
。
今
年
の
年
間
外
客

数
も
4
000


万
人
に
迫
ろ
う
か
と
い
う
勢
い
で
あ

る
。
次
第
に
深
刻
と
な
り
つ
つ
あ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
問
題
も
た
び
た
び
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。　

こ
の
問
題
を
町
村
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
。
―
―
一
部
有
名
観
光
地
の
問
題
だ

と
し
て
、
無
関
心
で
い
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

逆
に
、
で
き
れ
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
一
部
で
も
取
り

込
め
な
い
も
の
か
と
種
々
の
施
策
を
こ
こ
ろ
み
る
と

こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
想
定
さ
れ
る
事
態
に
向

け
て
、
町
村
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
問
題
と
向
き
合
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
さ
き
、
日
本
へ
の
旅
に
慣
れ
て
き
た
外
国
人

の
一
定
数
は
間
違
い
な
く
日
本
の
田
舎
に
関
心
を

持
っ
て
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
本
来
の
日
本
ら
し
さ
や
自
然
の
豊
か
さ
は
田
舎

に
こ
そ
あ
る
か
ら
で
、
そ
の
こ
と
に
次
第
に
多
く
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
者
、
と
り
わ
け
繊
細
な
旅
人

は
、
確
実
に
気
づ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ほ
か
の

同
国
人
が
行
っ
て
い
な
い
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
旅
行
者
も
増
え
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
そ
の
時

に
備
え
て
今
、
何
を
や
る
べ
き
か
で
あ
る
。

ま
ず
大
切
な
の
は
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
田

舎
の
価
値
を
は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
い
か
に
地
味
で
あ
れ
、
日
本
の
田
舎
ほ

ど
各
集
落
に
祭
礼
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
地
域
ご

と
に
異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
国
は
多
く
な
い
。
海
外

の
祭
り
の
多
く
は
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ

ン
ズ
ー
教
な
ど
の
大
宗
教
の
枠
か
ら
自
由
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
山
や
海
の
自
然
の
多
様
さ
、
豊
か
さ
も
他

に
例
を
見
な
い
。
そ
れ
は
魚
介
類
や
山
野
草
の
種
類

の
豊
富
さ
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
日
本
は
生

物
多
様
性
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
の
価
値
を
強
み
と
し
て
自
覚
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
た
と
え
ば
A
L
T
や
そ
の
O
B
の
よ
う

に
、
現
在
身
近
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
外
国
の
方

と
の
つ
な
が
り
を
太
く
し
て
、
口
コ
ミ
を
通
し
て
、

信
頼
の
で
き
る
海
外
の
仲
間
に
情
報
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
道
な
戦
略
こ
そ
が
、

田
舎
の
本
当
の
理
解
者
を
海
外
に
広
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
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写真キャプション

「原東大花田植」は、花、鞍、幟
等で美しく飾った飾牛が、昔なが
らの代かき技を披露。また、大太
鼓、小太鼓、笛等 20 数人の囃し
方による田ばやしの中、かすりの
着物にすげ笠姿の早乙女達が田植
唄を唄いながら田植を行う。農耕
儀礼の精神を宿す地域に根差し
た伝統行事は、復元活動を経て昭
和 59 年に本格的に復活した。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
と
町
村
の
立
ち
位
置

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長

西に
し

村む
ら 

幸ゆ
き

夫お

活

動

活

動

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
に
つ
い
て
要
請
活
動
��
�
�
�
⑵

古
口
副
会
長
が
「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場

　
　
（
令
和
７
年
度
第
１
回
）」
に
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑷

長
野
県
南
箕
輪
村　

藤
城
栄
文
村
長
に
聞
く

 　
　

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
村
長
へ
―
＝
長
野
県
南
箕
輪
村
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑸

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

原
発
が
あ
る
町
か
ら
、
原
発
も
あ
る
町
に
�
�
�
�
�
�
佐
賀
県
玄
海
町
長　

脇
山　

伸
太
郎
…
⑾
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４
月
25
日
、
吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂

町
長
）
を
は
じ
め
、
棚
野
孝
夫
副
会
長
・
会

長
代
行
（
北
海
道
白
糠
町
長
）、
矢
田
富
郎

副
会
長
・
会
長
代
行
（
石
川
県
津
幡
町
長
）、

田
島
健
一
副
会
長
・
会
長
代
行
（
佐
賀
県
白

石
町
長
）
は
、「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
に
つ
い

て
、
同
日
開
催
さ
れ
た
本
会
理
事
会
で
決
定

後
、
平
将
明
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、
古
川
直
季
総

務
大
臣
政
務
官
、
井
上
信
治
自
由
民
主
党
政

務
調
査
会
長
代
理
に
対
し
て
要
請
活
動
を

行
っ
た
。

地
方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
に
あ
た
っ
て
、
移
行
費
用
及
び
運
用
費
用

と
も
に
想
定
を
超
え
て
大
幅
に
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
町
村
の
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
国
の
責
任
に

お
い
て
全
額
国
費
で
措
置
す
る
よ
う
要
請

し
た
。

な
お
、
総
務
省
で
は
古
川
政
務
官
よ
り
ト

ラ
ン
プ
関
税
に
係
る
質
問
を
受
け
、
同
関
税

に
よ
る
影
響
へ
の
懸
念
を
訴
え
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト�

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
関
す
る
緊
急
要
望

化
に
関
す
る
緊
急
要
望

地
方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
国
は
、
令
和
8
年
3
月
ま
で
に

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
標
準
準

拠
シ
ス
テ
ム
に
移
行
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
お
り
、
町
村
に
お

い
て
は
懸
命
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
全
国
町
村
会
に
お
い
て
調
査
し
た

▲古川総務大臣政務官（中央）

▲平デジタル大臣（中央）

▲井上自民党政務調査会長代理（中央）

全 国 町 村 会全 国 町 村 会

「地方公共団体情報システム「地方公共団体情報システム
標準化に関する緊急要望」標準化に関する緊急要望」
について要請活動について要請活動

2025年（令和 7年） 5月19日　2第3319号

活　動
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と
こ
ろ
、
多
く
の
団
体
で
移
行
費
用
、
運
用

費
用
と
も
に
想
定
を
超
え
て
大
幅
に
増
加
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
国
に
よ
る
支
援
や
対
策

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
町

村
に
お
い
て
は
多
大
な
財
政
負
担
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
ま

た
、
昨
今
の
人
件
費
の
高
騰
等
を
踏
ま
え
れ

ば
、
今
後
更
な
る
増
額
も
見
込
ま
れ
る
状
況

で
あ
る
。

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
的
・

財
政
的
負
担
の
軽
減
等
を
目
的
に
、
基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
財
政
部
分
に
つ

い
て
は
現
時
点
に
お
い
て
そ
の
効
果
は
見
え

ず
、
こ
の
先
も
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

現
状
の
ま
ま
で
は
、
円
滑
に
標
準
準
拠
シ

ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
町
村
の
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ひ
い
て

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
支
障
を
来
た
す
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

国
は
、
全
国
的
に
こ
の
よ
う
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
今
一
度
重
く
受
け
止
め

る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
が
国
主

導
で
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

の
責
任
と
し
て
、
一
段
と
踏
み
込
ん
だ
支
援

や
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
下
記
に
つ
い
て
、
国
の
責
任
に

お
い
て
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

１
．
移
行
費
用

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
町
村
ご
と
に
上
限
額
が
定
め
ら
れ
、

シ
ス
テ
ム
移
行
に
必
要
な
額
に
達
し
て
い
な

い
町
村
が
あ
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
移
行
に

伴
い
発
生
す
る
費
用
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
助

対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
経
費
も
多
く
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
村
に
お
い
て
新
た
な
財

政
負
担
が
生
じ
、
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
移
行

に
係
る
新
た
な
費
用
や
影
響
を
受
け
る
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
等
、
移
行
に
関
連
す
る
全
て

の
費
用
に
つ
い
て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
全

額
国
費
で
措
置
す
る
こ
と
。

２
．
運
用
費
用

移
行
後
の
運
用
費
用
に
つ
い
て
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
国
の
方
針
で
は
、
平
成
30
年
度

比
で
少
な
く
と
も
3
割
の
削
減
を
目
指
す
と

し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
多
く
の
町
村
に
お

い
て
、
移
行
前
と
比
較
し
て
数
倍
と
な
る
な

ど
、
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

国
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
料

及
び
関
連
す
る
費
用
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
運

用
経
費
の
増
加
分
に
つ
い
て
普
通
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
普
通
交

付
税
措
置
で
は
必
要
な
費
用
を
確
実
に
措
置

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
町
村
に
お
い
て
新
た
な
財
政

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
の
利
用
に
係
る
費
用
を
含
め
た
移
行
後

の
運
用
費
用
に
つ
い
て
、
移
行
前
の
運
用
費

用
を
上
回
る
分
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に

お
い
て
全
額
国
費
で
措
置
す
る
こ
と
。

令
和
７
年
４
月
25
日

全
国
町
村
会
長　

吉　

田　

隆　

行

「
選
挙
を
守
る
―

「
選
挙
を
守
る
―
持持サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

続
可
能

続
可
能
なな

　
　
　
　
　
あ
り
方
を
求
め
て
」

　
　
　
　
　
あ
り
方
を
求
め
て
」

（
公
財
）
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
（
旧
・
東
京
市
政
調
査
会
）

第57回
『都市問題』
公開講座

『
都
市
問
題
』
公
開
講
座
は
、
公
益
財
団

法
人
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
の

発
行
す
る
月
刊
誌
『
都
市
問
題
』
の
特
集
な

ど
か
ら
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を
選
び
開
催

し
て
い
ま
す
。

第
57
回
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
「
選

挙
を
守
る
―
持サ

ス
テ
ナ
ブ
ル

続
可
能
な
あ
り
方
を
求
め

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
趣
旨

２
０
２
４
年
の
東
京
都
知
事
選
挙
お
よ

び
兵
庫
県
知
事
選
挙
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
そ
の

中
で
も
特
に
短
時
性
が
高
く
、
刹
那
的
な

メ
デ
ィ
ア
）
の
影
響
力
が
有
権
者
の
投
票

行
動
に
広
範
な
影
響
を
与
え
は
じ
め
た
ご

く
初
期
の
例
と
し
て
、
お
そ
ら
く
時
代
の

転
換
点
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
も
う
少
し
時
間
を
巻
き
戻
せ

ば
、「
選
挙
ハ
ッ
ク
」
勢
力
が
徐
々
に
存

在
感
を
増
し
、「
良
識
的
」
な
人
々
が
顔

を
し
か
め
る
よ
う
な
選
挙
の
「
利
用
法
」

が
次
々
に
編
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い

う
実
態
も
あ
る
。
ま
た
、そ
の
よ
う
な
「
極

端
で
新
し
い
」
話
題
の
他
に
も
、
選
挙
運

動
に
関
す
る
ル
ー
ル
、
供
託
金
制
度
、
電

子
投
票
や
記
号
式
投
票
、
人
口
減
少
地
域

に
お
け
る
選
挙
管
理
事
務
の
維
持
な
ど
な

ど
、
選
挙
（
／
投
票
）
の
運
営
・
実
施
過

程
を
め
ぐ
っ
て
は
、
考
え
、
論
じ
ら
れ
る

べ
き
多
く
の
論
点
が
あ
る
。

選
挙
が
「
民
主
主
義
」
に
関
わ
る
重
要

な
装
置
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
う
簡
単
に
手

放
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
管
理
・
運
営
・
実
施
の
あ
り
方

を
問
い
直
し
、
改
め
る
べ
き
を
改
め
て
い

く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
本
講

座
で
議
論
し
た
い
。

２
０
２
5
年
6
月
21
日
（
土
）

�

13
：
00
～
16
：
00
（
開
場
12
：
30
）

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー　

10
階
ホ
ー
ル

（
〒
１
０
０

－

０
０
１
１

�

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
２

－

２

－

１
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

河
村　

和
徳
（
拓
殖
大
学
政
経
学
部
教
授
）

小�

島　

勇
人
（
一
般
社
団
法
人
選
挙
制
度
実

務
研
究
会
理
事
長
）

山�

口　

真
一
（
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

<
�

司
会>

　

谷
口　

尚
子
（
慶
應
義
塾
大
学

法
学
部
教
授
）

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
参
加
申
込
〕

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(https://w

w
w
.tim
r.or.jp/)

よ
り

〔
申
込
期
限
〕
２
０
２
5
年
6
月
19
日
（
木
）

※
満
席
と
な
り
し
だ
い
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

〔
お
問
合
せ
先
〕

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

３
５
９
１

－

１
２
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３

－

３
５
９
１

－

１
２
０
９

日
程
・
会
場

出
演
者
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開
会
に
あ
た
り
、
三
原
こ
ど
も
政
策
担

当
大
臣
か
ら
率
直
で
活
発
な
意
見
交
換
の

場
と
し
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
三
団
体
の
出
席
者
が
挨

拶
に
立
ち
、
古
口
副
会
長
は
、「
少
子
化

対
策
は
地
域
の
持
続
可
能
性
や
我
が
国
の

将
来
に
大
き
く
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
私
た
ち
町
村
と
し
て
も
そ
の

役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い

き
た
い
。
た
だ
し
、
こ
ど
も
・
子
育

て
政
策
は
一
朝
一
夕
に
効
果
が
出

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も

認
識
し
て
い
る
の
で
、
三
原
大
臣
を

は
じ
め
先
生
方
に
お
い
て
は
、
本
日

の
議
論
を
踏
ま
え
、
少
子
化
克
服
に

向
け
て
実
効
あ
る
政
策
を
力
強
く

け
ん
引
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
古
口

副
会
長
は
、
①
自
治
体
の
財
政
力
に
よ
ら

ず
、
日
本
全
国
ど
こ
の
自
治
体
に
住
ん
で

い
て
も
、
こ
ど
も
た
ち
が
等
し
く
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
ほ
し
い
、
②
夫
婦
共
働
き
世

帯
が
増
え
た
こ
と
、核
家
族
化
等
に
よ
り
、

放
課
後
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
学

童
保
育
の
拡
充
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
中
山
間
地
域
を
多
く
抱
え
る
町

村
で
は
指
導
員
の
確
保
が
大
変
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
切
実
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
に
お
い
て
も
対
策
を
お
願
い

し
た
い
、
③
保
育
士
の
業
務
量
が
非
常
に

多
い
た
め
、
業
務
の
効
率
化
や
更
な
る
処

遇
改
善
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
―
と
述

べ
た
。

最
後
に
、
三
原
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣

か
ら
、「
こ
ど
も
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
。
今
後
も
積
極
的
に
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
で
国
と
地
方
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
、
閉
会
し
た
。

▲発言する三原大臣

▲出席する古口副会長

古
口
達
也
副
会
長
（
栃
木
県
茂
木
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
三
団
体

代
表
は
４
月
24
日
、
政
府
が
開
催
し
た
「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方

の
協
議
の
場
（
令
和
７
年
度
第
１
回
）」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
し
た
。
今
回

の
会
合
で
は
、
①
こ
ど
も
ま
ん
な
か
実
行
計
画
2
0
2
5
、
②
こ
ど
も
の
自

殺
対
策
、
③
こ
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
取
組
―
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

政
府
か
ら
は
、
三
原
じ
ゅ
ん
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政
策
　

少
子
化
対
策
　
若
者
活
躍
　
男
女
共
同
参
画
、
共
生
・
共
助
）、
辻
清
人
内

閣
府
副
大
臣
、
友
納
理
緒
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
金
城
泰
邦
文
部
科
学
省
大

臣
政
務
官
、
鰐
淵
洋
子
厚
生
労
働
省
副
大
臣
等
が
出
席
し
た
。

全国町村会全国町村会

古口副会長が古口副会長が
「こども政策に関する国と地方の協議の場「こども政策に関する国と地方の協議の場

（令和７年度第１回）」に出席（令和７年度第１回）」に出席
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は
じ
め
に

長
野
県
の
南
箕
輪
村
は
、
伊
那
地
方
の
北

部
に
位
置
し
、
総
面
積
40
・
99
㎢
、
２
０
２

４
年
３
月
１
日
の
人
口
は
１
６
、
０
２
５
人

の
村
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
特
徴
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
人
口
が
増
え
続
け
、
移
住
者
の
割

合
が
73
・
３
％
に
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
、
村
長
を
務
め
る
藤
城
栄
文

氏
は
も
と
も
と
東
京
都
出
身
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
村
に
移
住
し
、
村
議
を
経

て
村
長
に
な
っ
た
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い

経
歴
を
持
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
２
０
２
５

年
２
月
20
日
に
南
箕
輪
村
を
訪
問
し
、
藤
城

栄
文
南
箕
輪
村
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
た
の
で
そ
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

南
箕
輪
村
藤
城
栄
文
村
長 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

質
問
者
（
全
国
町
村
会
前
次
長
角
田
秀
夫
、

以
下
角
田
）：
今
回
、
村
長
に
お
話
を
聞
き

た
い
と
思
っ
た
の
は
、
2
つ
理
由
が
あ
っ
て

１
つ
目
は
、
村
長
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
南
箕
輪
村
に
来
ら
れ
て
、
村
長
に
な

ら
れ
た
と
い
う
経
歴
を
お
持
ち
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
ご
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
経
緯

を
伺
い
た
か
っ
た
の
で
す
。

２
つ
目
と
し
て
、
各
地
域
の
町
村
が
人
口

減
少
の
問
題
に
苦
労
し
て
い
る
中
で
、
南
箕

輪
村
は
移
住
者
が
多
く
、
人
口
も
増
加
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
大
都
市
近
郊

の
町
村
で
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で

す
が
、
農
村
地
帯
で
人
口
が
増
え
て
い
る
と

い
う
の
は
珍
し
い
の
で
、
そ
の
要
因
を
伺
い

た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

▲�空から見た南箕輪村

3

中央自動車道で
新宿から約３時間
名古屋から約２時間 

長野県

南箕輪村

南み
な
み

箕み
の

輪わ

村む
ら

長
野
県

長
野
県
南
箕
輪
村
　
藤
城
栄
文
村
長
に
聞
く

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
村
長
へ
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ま
ず
、
村
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
村
長
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
を
拝
見
す
る
と
東
京
都
出
身
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

藤
城
栄
文
村
長
（
以
下
藤
城
）
：
東
京
都
世

田
谷
区
の
駒
沢
の
出
身
で
す
。

角
田
：
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
２
０
０
２
年
に

江
戸
川
区
役
所
に
入
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

藤
城
：
は
い
、
22
歳
の
と
き
に
区
役
所
に
入

り
ま
し
た
。
当
時
、
石
原
慎
太
郎
氏
が
東
京

都
知
事
で
、
東
京
都
が
非
常
に
面
白
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
就
職
氷
河
期
で
も
あ
り
、

み
ん
な
で
公
務
員
に
な
ろ
う
と
い
う
仲
間
が

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
公
務
員
を
選
び

ま
し
た
。

角
田
：
区
役
所
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
の
で
す
か
。

藤
城
：
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
自
治
係

で
、
地
域
振
興
や
住
民
自
治
に
関
す
る
仕
事

で
し
た
。
具
体
的
に
は
、
お
祭
り
や
町
会
、

青
年
連
絡
会
の
事
務
局
を
担
当
し
、
役
所
の

仕
事
と
し
て
は
珍
し
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
４
年
間
働
い
た
後
、
人
事
部
門
に
異

動
し
、
3
年
間
そ
こ
で
勤
務
し
ま
し
た
。

角
田
：
区
役
所
を
退
職
さ
れ
て
、
２
０
１
０

年
か
ら
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
働

か
れ
た
の
で
す
ね
。

藤
城
：
は
い
、
そ
の
協
会
は
ま
さ
に
ゼ
ロ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
法
人
化
も
さ
れ

て
お
ら
ず
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
2
人
で
運
営
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
人
化
し
、
最
終

的
に
は
公
益
財
団
法
人
に
成
長
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
教
育
的
価
値
が

高
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
学
習
指
導
要
領
に

取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
０
年
施

行
の
学
習
指
導
要
領
の
本
編
に
掲
載
さ
れ
、

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

角
田
：
も
と
も
と
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

藤
城
：
い
い
え
、
私
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
協
会
は
、
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
し
て
い
な
い
人
た
ち
が
集
ま
り
、
良
い
ス

ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
形
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
行
政
の
こ
と
を
知
ら
な

い
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が

公
務
員
経
験
者
だ
っ
た
た
め
、
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

角
田
：
２
０
１
７
年
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
村
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
ね
。

藤
城
：
妻
の
実
家
が
こ
ち
ら
に
あ
り
、
こ
ど

も
が
３
人
い
た
の
で
、
広
い
家
で
の
び
の
び

と
育
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
東
京
だ
と
家

賃
が
高
く
、
生
活
が
厳
し
く
感
じ
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も

学
習
指
導
要
領
に
掲
載
さ
れ
、
私
と
事
務
局

長
の
2
人
だ
け
で
運
営
し
て
い
た
の
で
す

が
、
若
い
30
代
の
女
性
が
そ
の
役
割
を
引
き

継
い
で
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
方
に
お

譲
り
し
ま
し
た
。

角
田
：
や
は
り
、
奥
様
が
こ
ち
ら
の
出
身
と

い
う
の
が
、
南
箕
輪
村
を
選
ば
れ
た
要
因
で

す
か
？

藤
城
：
妻
は
隣
の
伊
那
市
の
出
身
で
す
が
、

妻
の
両
親
が
南
箕
輪
村
を
す
す
め
て
く
れ
ま

し
た
。
子
育
て
支
援
に
関
す
る
口
コ
ミ
が
広

が
っ
て
い
て
、「
住
む
な
ら
南
箕
輪
が
良
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
不
思
議
な
気
も

し
ま
し
た
が
、
自
分
が
住
ん
で
い
な
い
場
所

を
他
の
人
に
も
す
す
め
た
く
な
る
気
持
ち
も

今
で
は
理
解
で
き
ま
す
。

角
田
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は
、
ど

ん
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

藤
城
：
南
箕
輪
村
は
昭
和
40
年
代
か
ら
県
内

で
人
口
増
加
率
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
の

で
、
移
住
定
住
対
策
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
最
初
の
移
住
定
住
担
当

と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
そ
の
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
村
長
か

ら
言
わ
れ
た
の
は
、
２
０
４
０
年
に
は
人
口

が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
た
め
、「
２

０
４
０
年
以
降
、
人
が
減
ら
な
い
政
策
を
君

が
担
当
し
て
く
れ
」
と
い
う
も
の
で
、
か
な

り
難
し
い
課
題
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
協
力

隊
に
参
加
し
た
の
は
、
い
ず
れ
は
民
間
に
就

職
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
が
、
地

域
の
産
業
構
造
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
ど

の
企
業
が
良
い
の
か
も
見
当
が
つ
か
な
か
っ

た
の
で
、
区
役
所
の
経
験
を
活
か
し
て
最
初

は
役
場
で
仕
事
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

37
歳
で
来
た
の
で
、
40
歳
ま
で
に
民
間
で
就

職
を
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

角
田
：
移
住
関
連
の
仕
事
を
や
っ
て
み
て
、

ど
う
で
し
た
か
？

藤
城
：
南
箕
輪
村
で
は
当
時
、「
人
を
増
や

す
な
」
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
方
針

が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
主
に
こ
ど
も
た
ち
で
、
20
年
後
に
30
歳

く
ら
い
に
な
る
こ
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
村
を

知
っ
て
も
ら
い
、
愛
し
て
も
ら
う
こ
と
が
主

な
目
的
で
し
た
。
自
分
が
村
を
知
る
に
あ
た

り
、
こ
の
村
に
つ
い
て
調
べ
て
ブ
ロ
グ
で
発

信
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
村
の
こ
と
に
詳
し
く
な
り
、
地
元
の

人
々
と
の
会
話
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
会
話
が
成
立
す
る
と
、
さ
ら
に
多
く

の
情
報
を
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
貴
重
な

経
験
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
自
分
で
発
信
し

な
い
と
、
自
分
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き

な
い
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
そ
の
内
容
が
自

分
の
中
に
し
っ
か
り
落
ち
て
く
る
の
で
す
。

地
元
の
人
と
の
会
話
も
深
く
な
り
、
非
常
に

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

角
田
：
元
々
移
住
者
が
多
い
地
域
だ
っ
た
の

で
、
移
住
者
と
し
て
余
所
者
の
よ
う
な
雰
囲

気
は
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

藤
城
：
そ
れ
は
、
非
常
に
少
な
か
っ
た
で
す

ね
。
移
住
者
と
し
て
の
立
場
は
ま
っ
た
く
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
で
は
、
73
％
が
移

住
者
で
す
か
ら
。

角
田
：
そ
の
後
、
２
０
１
９
年
に
村
議
会
議

員
に
な
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

藤
城
：
は
い
、
協
力
隊
の
2
年
目
が
終
わ
っ

た
4
月
に
選
挙
が
あ
っ
た
の
で
、
協
力
隊
は

2
年
で
辞
退
い
た
し
ま
し
た
。
協
力
隊
時
代

は
給
料
が
非
常
に
低
く
、
か
な
り
し
ん
ど

か
っ
た
う
え
に
、
ず
っ
と
役
場
に
縛
ら
れ
た

状
態
で
し
た
。
協
力
隊
で
の
経
験
は
、
議
員

と
し
て
の
活
動
や
、
村
長
に
な
る
う
え
で
は
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プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
本
当
に

大
変
で
し
た
。

角
田
：
議
員
に
立
候
補
し
よ
う
と
思
っ
た
理

由
は
何
で
す
か
？

藤
城
：
村
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

結
構
面
白
い
村
だ
な
と
思
い
、
も
う
少
し
こ

の
村
の
発
展
に
関
わ
っ
て
み
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。
議
員
は
自
分
で
手
を
挙
げ
て
立
候
補

し
ま
し
た
。
自
分
の
地
元
の
地
域
で
は
誰
も

出
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
色
々
と
調
整
が

あ
っ
た
結
果
、
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

角
田
：
そ
の
後
、
２
０
２
１
年
に
村
長
選
挙

が
あ
り
、
立
候
補
さ
れ
て
当
選
さ
れ
た
の
で

す
ね
。

藤
城
：
は
い
、
村
長
選
は
前
の
名
村
長
、
唐

木
さ
ん
が
引
退
さ
れ
、
議
員
を
5
期
務
め
た

55
歳
の
い
わ
ば
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
方
が
、
12

月
に
出
馬
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
誰

も
出
ら
れ
な
く
な
り
、
本
来
出
る
べ
き
村
の

名
士
た
ち
も
出
な
い
状
況
で
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
無
投
票
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た

方
々
か
ら
、
2
月
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
も
無
投
票
は
良
く
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
そ
の
役
目
が
自
分

に
回
っ
て
く
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
し
、
挑
戦
す

る
人
生
を
送
り
た
い
と
公
務
員
を
辞
め
た
時

に
決
め
て
い
た
の
で
、「
や
り
ま
す
」
と
答

え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
選
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

角
田
：
そ
の
時
に
掲
げ
た
公
約
は
ど
ん
な
内

容
で
し
た
か
？

藤
城
：「
い
つ
ま
で
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
村
」

と
い
う
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。年
を
取
る
と
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
感
じ
ま

す
し
、
私
も
こ
の
村
で
穏
や
か
な
生
活
を
送

り
た
い
と
思
っ
て
移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
穏
や
か
な
村
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
、
こ
れ
を
公
約
に
し
ま
し
た
。
前

の
唐
木
村
長
は
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
ま
し
た
が
、「
お
前
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
や

ら
な
い
と
ダ
メ
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

角
田
：
南
箕
輪
村
に
来
て
驚
い
た
こ
と
は
、

村
の
中
に
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
並
ん

で
い
る
こ
と
で
し
た
。
他
の
町
村
で
は
移
住

に
力
を
入
れ
て
も
住
む
場
所
が
な
い
と
い
う

問
題
が
多
い
の
で
す
が
、
南
箕
輪
村
は
移
住

し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

藤
城
：
ア
パ
ー
ト
は
最
近
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
空
き
家
の
一
戸
建
て
は
あ
ま
り
見
か
け

ま
せ
ん
。
空
き
家
が
少
な
く
、
私
自
身
、
移

住
し
て
く
る
際
に
は
1
軒
だ
け
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
住

ま
い
は
自
分
で
建
て
た
も
の
で
す
。
2
年
間

探
し
続
け
て
、
納
得
で
き
る
場
所
に
家
を
建

て
ま
し
た
。
移
住
し
て
き
た
拘
り
か
ら
、
十

分
に
納
得
で
き
る
場
所
を
選
び
た
か
っ
た
の

で
、
少
し
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

角
田
：
も
と
も
と
人
口
が
増
え
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
地
元
に
産
業
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

明明治治８８年年２２月月１１８８日日
南南箕箕輪輪村村誕誕生生
人人口口２２，，３３３３３３人人

明治２２年４月１日
初代村長穂高孫三郎就任
人口２，７２８人

昭和５０年
誕生１００周年
人口７，６６４人

昭昭和和５５１１年年
人人口口８８，，００００００人人達達成成
中中央央道道駒駒ケケ根根～～伊伊北北開開通通

昭昭和和６６００年年１１２２月月２２３３日日
人人口口１１００，，００００００人人達達成成

平平成成７７年年２２月月１１日日
人人口口１１２２，，００００００人人達達成成

平成１６年
平成の大合併のさなか自立を選択　
人口１４，０３７人

平平成成２２５５年年９９月月３３００日日
人人口口１１５５，，００００００人人達達成成

（人）

令和７年１月１日現在
人口１６，０５１人

５

人口 16,025人
  （2025年３月１日現在）

明治８年
（1875年）

明治22年（1889年）

昭和42年
（1967年）

昭和50年
（1975年）

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成２年
（1990年）

平成７年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和２年
（2020年）

移住者の割合は73.3％！
  第2次南箕輪村地域福祉計画（令和４年３月策定）
  アンケート結果による

令令和和４４年年９９月月１１７７日日
人人口口１１６６，，００００００人人達達成成

令和７年
（2025年）
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藤
城
：
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。
中
央
道
の
開

通
と
製
造
業
の
発
展
が
大
き
な
要
因
で
す
。

私
た
ち
の
世
代
は
、
地
元
の
企
業
で
働
い
て

い
る
人
が
多
い
で
す
。こ
の
上
伊
那
地
域
は
、

長
野
県
内
で
も
比
較
的
収
入
が
多
い
地
域
だ

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

角
田
：
最
近
、
地
方
創
生
2
・
0
で
は
若
者

や
女
性
に
選
ば
れ
る
地
方
を
め
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
若
者
や

女
性
が
働
け
る
職
場
が
地
方
に
な
い
と
、
人

口
増
加
や
移
住
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
が
。

藤
城
：
そ
う
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
、
製
造
業

が
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス

か
ら
の
綺
麗
な
水
が
き
ち
ん
と
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

南
箕
輪
村
で
働
い
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い

で
す
が
、
伊
那
市
や
諏
訪
市
等
に
働
き
に

行
っ
て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

角
田
：
移
住
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
見
る
と
、

農
業
関
係
の
後
継
者
募
集
等
も
行
わ
れ
て
お

り
、
農
業
に
対
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

藤
城
：
は
い
、南
箕
輪
村
は
酪
農
が
盛
ん
で
、

県
内
で
9
位
く
ら
い
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

酪
農
は
比
較
的
若
い
世
代
が
継
い
で
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
の
で
、
後
継
者
は
一
定
数
い
ま

す
が
、全
体
の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

農
業
に
関
し
て
は
「
ま
っ
く
ん
フ
ァ
ー
ム
」

と
い
う
農
事
組
合
法
人
が
あ
り
、
ほ
ぼ
全
て

の
農
家
が
そ
こ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
農
業

を
引
退
し
た
後
も
「
ま
っ
く
ん
フ
ァ
ー
ム
」

に
依
頼
し
て
い
る
人
が
多
く
、
土
地
の
有
効

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
比
較
的

若
い
人
た
ち
が
多
く
働
い
て
い
ま
す
。

角
田
：
南
箕
輪
村
は
平
坦
な
土
地
で
、
農
業

を
す
る
に
は
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

藤
城
：
は
い
、
と
て
も
適
し
て
い
ま
す
。
山

に
は
面
し
て
い
な
い
た
め
、
鳥
獣
被
害
も
少

な
く
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。

角
田
：
南
箕
輪
村
に
は
信
州
大
学
農
学
部
の

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
の
で
す
ね
。

藤
城
：
そ
う
な
ん
で
す
。
大
学
が
あ
る
こ
と

で
、
街
中
の
居
酒
屋
等
に
は
若
い
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
の

計
画
作
り
に
お
い
て
も
教
授
に
協
力
し
て
も

ら
う
な
ど
、
非
常
に
良
い
関
係
が
築
け
て
い

【フラッグフットボール協会推奨球】
南箕輪村オリジナル　まっくんボール

ふるさと納税　返礼品

村長考案！

南箕輪村のイメージキャラクター　まっくん
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男 年齢

（令和７年１月１日現在）

40代～50代層が多い

令和６年４月１日の長野県年齢別人口推計結果では
南箕輪村の高齢化率は、23.8％！ 県下で最も低く、若い村です。 ７

（資料：住民環境課・村勢要覧より）
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ま
す
。大
学
在
学
中
に
南
箕
輪
で
暮
ら
し
て
、

気
に
入
っ
て
卒
業
後
に
役
場
に
就
職
し
た
人

も
5
、
6
人
い
ま
す
。
最
近
中
途
採
用
し
た

人
は
兵
庫
県
出
身
で
す
が
、
大
学
時
代
の
思

い
出
を
大
切
に
し
て
、
こ
の
村
で
家
族
と
一

緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
大
学
が

あ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
影
響
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

角
田
：
村
長
と
し
て
、
ど
ん
な
村
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

藤
城
：
他
の
自
治
体
が
移
住
者
を
集
め
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
南
箕
輪
村
は

移
住
に
関
し
て
は
他
の
自
治
体
よ
り
も
か
な

り
先
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、「
移
住
者
が
増
え
た
後
、ど
う
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
作
り
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
移
住
者
が
増
え

る
と
、
住
民
自
治
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
良
い
面
も
悪
い
面
も
あ
る
の
で
、

現
在
、
自
治
会
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
民
館
を
開
放
し
た
り
、
も
っ
と
人
が
集
ま

る
場
所
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
都
市
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し
て

い
る
一
方
で
、
濃
密
な
田
舎
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、「
本
当
に
人
が
暮
ら
す
う
え
で

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
南
箕
輪
の
よ
う

な
も
の
だ
」
と
思
え
る
よ
う
な
も
の
を
作
り

た
い
で
す
。
地
元
の
人
々
は
「
人
と
人
と
の

付
き
合
い
が
希
薄
に
な
っ
た
」
と
感
じ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
世
代
に

と
っ
て
は
、
こ
の
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
秩
序
あ
る
個

人
主
義
的
な
つ
な
が
り
が
、
最
も
良
い
形
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

注　

�

南
箕
輪
村
の
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い

て
は
、
町
村
週
報
３
２
６
９
号
（
２
０

２
４
年
2
月
12
日
発
行
）「
人
口
が
増

え
続
け
る
謎
の
村
＝
長
野
県
南
箕
輪

村
」
参
照

全
国
町
村
会　

前
次
長
（
政
務
担
当
）

角
田　

秀
夫

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

▲角田（左）と藤城村長（右）

9　2025年（令和 7年） 5月19日 第3319号
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（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2025年（令和 7年） 5月19日　10第3319号

つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ
ん

つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
北
中
城
村
の
認
知
度
向
上
及
び
地
域
資
源

の
情
報
発
信
や
観
光
誘
客
を
目
的
と
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
村
在

住
・
在
勤
の
方
々
に
募
集
を
呼
び
か
け
、
応
募

作
品
5
5
6
点
の
中
か
ら
3
体
が
2
0
1
4
年

に
誕
生
し
ま
し
た
。「
観
光
」
を
担
当
す
る
「
北

の
ぺ
ー
ち
ん
」
は
、
シ
ー
サ
ー
と
ひ
ま
わ
り
が

モ
チ
ー
フ
で
、
そ
の
凛
々
し
い
顔
立
ち
か
ら
男

の
子
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。「
平
和
」
を
担
当

す
る
「
中
ゆ
く
り
ん
」
は
、
村
特
産
品
の
ア
ー

サ
（
ヒ
ト
エ
グ
サ
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま

す
が
、
顔
の
輪
郭
は
本
村
の
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
健
康
」を
担
当
す
る「
城
ま
ー
い
」
は
、
村

特
産
品
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
お
り
、
可
愛
ら
し
い
見
た
目
で
女
の
子

に
大
人
気
で
す
。
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
担
当
や

特
性
を
活
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
誌
等
で
そ

れ
ぞ
れ
活
躍
。
こ
れ
か
ら
も
、
3
体
で
力
を
あ

わ
せ
て
、村
の
P
R
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
与
那
原
町
の
歴
史
や
文
化
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
み
出
し
、
町
内

外
に
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
誕
生
し

た
の
が
「
つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
公

募
を
実
施
し
、
全
国
2
7
4
点
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
委
員
会
選
考
及
び
一
般
投
票
を
経

て
決
定
し
ま
し
た
。
両
腕
が
「
与
那
原
大
綱

曳
（
よ
な
ば
る
お
お
づ
な
ひ
き
）」
の
大
綱
、

顔
は
大
綱
2
本
が
絡
み
合
う
「
カ
ナ
チ
」
の

部
分
と
な
っ
て
い
て
、
お
腹
に
は
沖
縄
の
方

言
で
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
意
味
す
る
「
ア
カ
バ

ナ
ー
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
「
与
那
原
大
綱
曳
」
は
、

1
5
0
0
年
代
の
琉
球
国
王
・
尚
永
王
の
時

代
に
、
豊
作
祈
願
の
神
事
と
し
て
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。
那
覇
・
糸
満
と
並
ぶ
沖
縄
県
の

三
大
綱
引
き
の
ひ
と
つ
で
、
最
も
華
や
か
で

力
強
い
綱
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
つ
な

ひ
き
か
ち
ゃ
ん
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
与
那

原
大
綱
曳
」
そ
し
て
与
那
原
町
の
P
R
の
た

め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2018年7月27日（*ウマチー綱の日）
生まれ。アカバナーの妖精。恥ずかし
がり屋さんで、素直な心の持ち主。人々
を元気にする不思議なパワーを持って
いる。無病息災・子孫繁栄のご利益が
ある。*ウマチー綱：与那原大綱曳の
前哨戦となる子ども綱曳のこと。

2025年2月10日生まれ。町民の“結いの
気持ち”が集まり、その優しさを源に誕生
した妖精。リュウキュウマツでできたしっ
ぽをふりふりして愛嬌を振りまきます。好
きなものは、「本場奄美大島紬」の着物。
好きな言葉は「ハッピー」。

北のぺーちん（写真左）：5月15日生まれの男の子。
ひまわりのように明るく、ムードメーカー。三線
やエイサーが得意で、スポーツ万能。中ゆくりん
（写真中）：5月20日生まれのボーイッシュな女
の子。正義感が強く、人助けと勉強が趣味。城まー
い（写真右）：4月7日生まれの女の子。自由奔放
なおっとりタイプ。健康オタクで料理上手。

　「
タ
ッ
ピ
ィ
」
は
、
龍
郷
町
の
町
制
施
行
50

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
2
0
2
3

年
に
公
募
を
実
施
し
、
2
0
2
4
年
6
月
26

日
に
公
表
さ
れ
た
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。
町
名
に
ち
な
ん
で
、「
龍
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
て
、龍
（
タ
ツ
）
郷
町
に
幸
せ
（
ハ
ッ

ピ
ー
）
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
と
、「
タ
ッ

ピ
ィ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
身
に
着
け

て
い
る
の
は
、
町
特
産
品
の
「
本
場
奄
美
大

島
紬
」
で
、
柄
は
「
龍
郷
柄
」、
帯
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
町
章
で
す
。
ま
た
、
頭
に
は
町

花
「
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
」
を
あ
し
ら
い
、
し
っ

ぽ
は
町
木
「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
」
で
で
き

て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
2
月
10
日
、
町
制

施
行
50
周
年
の
日
に
着
ぐ
る
み
が
お
披
露
目

さ
れ
、
こ
の
日
が
「
タ
ッ
ピ
ィ
」
の
誕
生
日

と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
各
種
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
注
目
度
も
ア
ッ
プ
し
て

い
る
「
タ
ッ
ピ
ィ
」。
今
後
、
益
々
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
た

な
か

ぐ
す
く

タ
ッ
ピ
ィ

タ
ッ
ピ
ィ

北
の
ぺ
ー
ち

北
の
ぺ
ー
ち
んん
・・
中
ゆ
く
り

中
ゆ
く
り
んん
・・
城
ま
ー
い

城
ま
ー
い

Vol.167

鹿
児
島
県
龍た

つ

郷ご
う

町ち
ょ
う

沖
縄
県
与よ

那な

原ば
る

町ち
ょ
う

沖
縄
県
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た

中な
か

城ぐ
す
く

村そ
ん

次
回
は
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
・
関
東
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

北
中
城
村
地
域
活
性
化
キ
ャ
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イ
メ
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私
の
町
、
玄
海
町
は
佐
賀
県
の
北
西
部

に
位
置
し
、
玄
界
灘
に
面
し
た
人
口
５
０

０
０
人
弱
の
町
で
す
。
１
９
５
６
年
（
昭

和
31
年
9
月
）
の
2
村
合
併
で
玄
海
町
と

な
り
ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
ひ
と
月
ほ
ど

前
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
の
大
合
併
で

は
、
周
り
の
9
市
町
村
が
一
つ
と
な
る
中

で
、
唯
一
、
玄
海
町
だ
け
が
地
理
的
に
唐

津
市
に
囲
ま
れ
た
町
と
な
り
ま
し
た
。
原

子
力
発
電
所
を
有
し
て
お
り
、
普
通
交
付

税
不
交
付
団
体
で
、
安
定
し
た
財
政
状
況

で
あ
る
た
め
独
立
し
て
町
を
運
営
し
て
い

く
力
が
あ
る
と
予
測
し
、
独
自
の
道
を
歩

む
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

現
在
、我
が
町
も
多
く
の
自
治
体
同
様
、

少
子
高
齢
化
の
波
に
立
ち
向
か
う
挑
戦
の

中
に
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
平
衡
状
態
に

あ
っ
た
出
生
と
死
亡
の
数
が
、
今
や
出
生

の
方
が
大
幅
に
減
り
、
徐
々
に
町
の
活
気

が
消
え
か
け
、
県
内
に
お
い
て
「
消
滅
可

能
性
自
治
体
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
議
員
時
代
か
ら
抱
き
続
け
て
き

た
町
の
問
題
に
対
す
る
理
解
を
胸
に
、
町

長
就
任
後
は
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
政
策
を
掲
げ

ま
し
た
。
教
育
や
福
祉
、
産
業
振
興
を

は
じ
め
と
す
る
町
の
未
来
を
描
く
政
策
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
政

策
推
進
室
の
設
置
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
思
考
を
活

か
し
た
対
策
会
議
の
開
催
等
に
よ
り
、
公

営
学
習
塾
の
開
校
、
地
域
商
社
の
設
立

等
、
一
つ
一
つ
の
政
策
を
具
現
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
取
組
が
評
価
さ

れ
、
２
０
２
４
年
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
研
究
所
主
催
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

大
賞
で
、「
優
秀
賞
」
を
受
賞
。
最
優
秀

賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
は
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
が
り
ま

し
た
。

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て

世
代
に
向
け
た
独
創
的
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、町
の
活
力
源
で
あ
る
「
雇
用
」

の
確
保
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
隣
り
合

わ
せ
の
唐
津
市
と
は
違
い
「
雇
用
の
場
」

が
乏
し
い
我
が
町
。
そ
こ
に
意
識
を
向

け
、
企
業
誘
致
等
の
経
済
活
性
化
策
を
導

入
、
町
の
生
命
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
奮

闘
を
続
け
て
い
ま
す
。
元
来
、
第
一
次
産

業
の
町
で
あ
り
、
中
山
間
地
で
平
野
部
が

少
な
く
、
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致

団
地
等
の
整
備
が
さ
れ
て
な
い
状
況
で
し

た
。
廃
校
舎
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
誘
致
を
始
ま
り
と
し
て
、
全
国
の
自

治
体
で
も
例
の
な
い
一
歩
と
し
て
「
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ 

高
速
通
信
網
の
整
備
」
を
導

入
。
そ
の
結
果
、
数
々
の
企
業
誘
致
の
契

機
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
電
力
を
大
量
に

消
費
す
る
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
蓄
電

池
産
業
と
い
っ
た
分
野
で
、
原
子
力
発
電

所
の
存
在
が
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。
原
発
が
あ
る
か
ら
こ
そ
電
力
の

安
定
供
給
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
国

か
ら
の
電
気
代
補
助
制
度
に
よ
り
、
企
業

誘
致
の
新
た
な
道
筋
が
ひ
ら
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
町
独
自
の
企
業

誘
致
補
助
金
の
設
立
・
拡
大
を
図
り
、
町

の
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
次
第

で
す
。 

玄
海
町
に
は
、
県
立
唐
津
青
翔
高
校
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
毎
年
、
募
集
定

員
割
れ
の
状
況
で
し
た
が
、
特
色
あ
る
教

育
を
提
供
す
る
一
環
と
し
て
新
た
に「
ｅ–

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
」

の
新
科
目
が
設
け
ら
れ
、
町
が
整
備
し
た

高
速
通
信
網
の
活
用
に
よ
り
新
た
な
風

を
吹
き
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
県
・
高
校
・
町
の
協
力
を

通
じ
、
地
域
振
興
・
発
展
、
教
育
環
境
の

整
備
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

後
は
県
外
か
ら
の
留
学
生
や
新
進
企
業
の

誘
致
に
よ
り
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ

た
賑
や
か
な
町
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
関
連
会
社
主
催
で
開
催
し
た
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
京
を
は
じ
め
全

国
か
ら
の
来
場
者
が
４
０
０
名
と
大
盛
況

で
、
県
外
か
ら
の
訪
問
者
が
玄
海
町
を
初

め
て
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
新
た
な
展
開
が
可
能
と
な
っ
た

今
、
大
き
な
企
業
誘
致
に
向
け
躍
進
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
・・・
た
だ
一
つ
、
町
長
に
な
っ

て
残
念
な
こ
と
は
、
議
員
の
時
と
違
い
、

町
長
に
な
る
と
自
由
な
時
間
が
少
な
く
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
大
好
き
な
趣
味

が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
取
組
が
幾
ら
か
で
も
町
民
の
皆

さ
ま
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
新
た

な
私
の
喜
び
に
な
っ
て
い
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

（
故
）
岸
本
英
雄
・
前
町
長
が
生
前
口

癖
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
「
原
発
が

あ
る
町
か
ら
、
原
発
も
あ
る
町
に
し
た

い
」
と
い
う
言
葉
は
今
で
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
困
難
な
課
題
に
直

面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一

つ
一
つ
を
乗
り
越
え
て
い
く
所
存
で
す
。

人
と
町
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
す
べ
て
の
人

が
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
小

さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
町
」
の
実
現

の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

原
発
が
あ
る
町
か
ら
、
原
発
も
あ
る
町
に

脇わ
き

山や
ま

　
伸し

ん

太た

郎ろ
う

佐
賀
県
玄げ

ん

海か
い

町
長
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職場での金融経済教育は、福利厚生事業の一環として、
職員の心身の健康の保持や優秀な人材の確保等につながります！

【地方自治体による J-FLEC 講師派遣の利用例とご感想】
　－ お申込者のニーズに応じて内容や開催形式（対面・web）を調整可能です。
　－ 下表の例は、いずれも業務内任意研修（職務専念義務免除）として実施されています。

【講師派遣（出張授業）お申込み方法（J-FLECホームページから）】

無料で利用できて良かった。 講師との事前の打ち合わせで要望を伝えることができ、
内容を調整してもらえたので良かった。

 　　　　　　　  （ジェイフレック）は、国民に広く金融経済教育を
届けることを目的に設立された、金融庁所管の認可法人です。
全国津々浦々で講師派遣（出張授業）やイベント・セミナー等を通
じて「学びの場づくり」を進めています。
公的機関なので、金融商品・サービスの推奨はありません。
無料でいつでも・どこへでも講師派遣します。　※年末年始除く

お金の教育で職員をサポートしませんか？

お申込みは
コチラから

詳しくは、J-FLEC のホームページをご覧ください。
J-FLEC 検索

https://www-j-flec.go.jp/

金融経済教育推進機構（J-FLEC）
〒 103-0022　
東京都中央区日本橋室町 2 丁目 3 番 1 号
室町古河三井ビルディング 9F

＜お申込みいただく際の注意事項＞
　・派遣希望日の４５日前までに申し込み
　・受講者は原則１０人以上
　・講義時間は原則４５分以上（最大１２０分）
　・原則画面投影（紙配布は申込者にて対応）

2025.03 現在

情　報

テーマ 対象 主な内容
将来に向けて知っておきたい

お金の話 全職員 家計管理、生活設計、資産形成、社会保険と民間保険、各種ロー
ン、金融トラブル防止など

退職前後に知っておきたい
お金の話 50 代～ 60 代 年金などの社会保険、退職金、税金の仕組み、資産寿命の延伸、

贈与・相続・終活など
老後を見据えての働き方と

お金の備え方 30 代以上 家計管理、生活設計、資産形成、社会保険と民間保険、各種ロー
ン、金融トラブルの防止など

お問い
合わせ先
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